
ＪＣＨＯうつのみや病院は

公的医療機関に準ずる病院として存続を

中
山
会
宇
都
宮
記
念
病
院
が
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う

つ
の
み
や
病
院
の
譲
渡
を
求
め
て
い
る
問
題

で
、
市
は
地
元
自
治
会
の
意
見
を
求
め
て
い

ま
し
た
が
、
８
月
１
日
、
雀
宮
自
治
会
連
合

会
・
五
代
若
松
原
自
治
会
連
合
会
が
意
見
を

取
り
ま
と
め
、
市
に
回
答
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
市
議
会
各
会
派
に
同
様
の
申
し

入
れ
を
行
い
、
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

雀
宮
自
治
会
連
合
会
は
回
答
書
で
、
「
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や
病
院
が
、
引
き
続
き
運

営
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
五
代
・
若
松
原
自
治
会
連

合
会
も
、
「
今
回
の
騒
動
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側

が
譲
渡
を
希
望
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
患
者

か
ら
大
き
な
不
満
が
出
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
起
き
て
い
る
」
と
し
て

「(

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の)

現
組
織
を
し
っ
か
り
評
価

す
る
こ
と
、(

必
要
な)

医
療
体
制
を
確
立
す

る
に
は
何
が
必
要
か
判
断
し
、
地

域
の
意
見
と
困
惑
を
し
っ
か
り
国

に
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
、

集
約
を
せ
ず
個
々
の
意
見
を
そ
の

ま
ま
提
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

原
文
は
下
記
で
す

反
対
署
名

７
万
５
，
２
６
５
人
分
提
出

自
治
会
連
合
会
の
意
見
と
は
別
に
地
元
住

民
は
、
７
月
１
５
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み

や
病
院
の
存
続
を
求
め
る
住
民
と
地
元
医
師

有
志
の
署
名
７
万
５
，
２
６
５
人
分
を
す
で

に
、
市
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
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雀宮自治会連合会・五代若松原自治会連合会が回答

地
域
の
こ
の
声
、
し
っ
か
り
国

へ
届
け
よ

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
は

病
院
を
譲
渡
す
る

意
思
も
な
け
れ
ば
、
理
由
も
な
い
の
に
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
る

の
か
。
な
ぜ
地
元
の
意
見
を
求
め
ら
れ
る

の
か
。

市
は
譲
渡
を
求
め
る
中
山
会
の
本
当
の

も
く
ろ
み
を
伏
せ
る
よ
う
に
、
中
山
会
が

厚
労
省
に
出
し
た
「
譲
渡
申
請
書
」
の
公

開
も
せ
ず
に
、
中
山
会
に
有
利
な
「
地
元

説
明
会
」
の
開
催
で
住
民
の
困
惑
を
招
い

た
責
任
は
大
き
い
。

市
は
、
地
元
の
「
公
的
病
院
に
準
ず
る

病
院
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や
病
院

の
存
続
を
強
く
求
め
る
」
声
を
、
し
っ
か

り
国
に
届
け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

ＪＣＨＯうつのみや病院

福田くみ子議員



第
５
８
回
全
国
自
治
体
学
校
が
７
月
３

０
日
（
土
）
か
ら
８
月
１
日
（
月
）
ま
で

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
荒
川
つ
ね
お
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。
全
体
で
は
約
１
，
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
治
体
学
校
は
、
自
治
体
の
議
員
や
職

員
、
学
者
・
研
究
者
、
住
民
が
全
国
か
ら

集
い
、
地
方
自
治
の
拡
充
や
住
民
の
く
ら

し
・
生
業
の
向
上
に
つ
い
て
の
改
革
や
経

験
を
学
習
・
研
究
・
交
流
し
ま
す
。
“
み

ん
な
が
先
生
・
み
ん
な
が
生
徒
”
の
楽
し

く
学
べ
る
場
で
す
。

今
年
の
自
治
体
学
校
の
テ
ー
マ
は
「
憲

法
・
地
方
自
治
・
民
主
主
義
で
地
域
・
自

治
体
に
輝
き
を
」
で
し
た
。

第
１
日
の
全
体
会
は
、
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
・
芸
術
劇
場
を
会
場
に
、
歓
迎
行
事
・

学
校
長
開
校
挨
拶
・
地
元
歓
迎
挨
拶
後
、

記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
型
人
口
減
少
社
会
と

地
域
の
再
生

ど
う
す
す
め
る
か

記
念
講
演
は
、
政
治
学
・
都
市
論
・
地

方
自
治
論
専
攻
の
大
阪
市
立
外
名
誉
教
授
・

自
治
体
問
題
研
究
所
前
理
事
長
の
加
茂
利

男
さ
ん
で
し
た
。

「
２
１
世
紀
の
世
界
と
日
本
は
、
不
安

と
混
迷
の
色
を
濃
く
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
時
代
を
ど
う
生
き
、
将
来
の
世

代
に
ど
ん
な
社
会
を
残
す
こ
と
を
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」
講
演
は
日
本
型

人
口
減
少
社
会
と
地
域
の
再
生
の
問
題
を

糸
口
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

加
茂
講
師
は
、
今
の
世
界
と
日
本
の
混

迷
の
無
数
の
原
因
の
絡
み
合
い
の
中
か
ら
、

「
人
口
減
少
社
会
」
の
地
域
間
競
争
「
地

方
創
生
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
産
業
革

命
の
時
代
か
ら
視
野
に
入
れ
「
歴
史
人
口

学
」
「
人
口
経
済
学
」
な
る
学
問
が
あ
る

こ
と
も
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
課
題
を
広

い
視
野
と
見
識
を
も
っ
て
解
明
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
今
す
す
め
ら
れ
て
い
る

「
地
方
創
生
」
政
策
は
、
個
々
の
自
治
体

に
地
方
版
総
合
戦
略
を
つ
く
ら
せ
、
「
地

方
創
生
競
争
」
を
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方

が
基
本
で
あ
り
、
各
自
治
体

に
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
つ

く
ら
せ
、
そ
れ
を
実
現
す
る

戦
略
を
考
え
さ
せ
る
。
こ
れ

で
は
、
自
治
体
同
士
の
「
人

口
争
奪
ゲ
ー
ム
」
を
起
こ
し

て
、
足
の
引
っ
張
り
合
い
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の

指
摘
は
的
を
得
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

国
の
狙
う
総
合
事
業
か

現
行
サ
ー
ビ
ス
維
持
保

障
の
事
業
に
す
る
か

第
２
日
目
は
、
会
場
を
神

戸
市
外
語
大
学
に
移
し
て
９
分
科
会
、

３
講
座
、
３
現
地
分
科
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

私
は
、
社
会
保
障
解
体
の
「
行
程
表
」

と
地
域
の
運
動
課
題
を
選
び
ま
し
た
。

社
会
保
障
は
、
医
療
・
介
護
分
野
を
中

心
に
、
給
付
削
減
、
負
担
増
の
「
改
革
工

程
表
」
が
予
定
さ
れ
、
多
く
は
、
２
０
１

７
年
の
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
科
会
で
は
、
社
会

保
障
の
実
質
的
解
体
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
し
、
主
に
介
護
分
野
を
中
心
に
、
自
治

体
へ
の
影
響
と
地
域
か
ら
の
運
動
の
方
向

性
と
課
題
を
学
習
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
本
市
に
お
い
て
も
現
在
移

行
準
備
中
の
介
護
保
険
・
総
合
事
業
の
現

状
に
つ
い
て
、
他
市
の
先
行
実
践
事
例
も

含
め
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
糧

に
し
て
、
議
会
で
も
質
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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日本共産党宇都宮市議員団
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雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 9月10日（土）午後２時～４時
◇会 場 姿川地区市民センター 学習室（1階）

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）
※8月の相談会は休ませていただきます。

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

原
水
爆
禁
止
宇
都
宮
市
協
議
会

は
、
七
十
一
回
目
の
広
島
原
爆
記

念
日
に
当
た
る
８
月
６
日
、
宇
都

宮
市
内
で
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

署
名
・
宣
伝
行
動
に
と
り
く
み
ま

し
た
。
署
名
は
、
被
爆
者
自
身
が

「
核
兵
器
廃
絶
を
」
と
呼
び
か
け
、

今
年
５
月
か
ら
集
め
始
め
た
も
の

で
す
。

今
年
の
原
爆
記
念
日
は
、
５
月

に
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
初
め
て
被

爆
地
・
ヒ
ロ
シ
マ
を
訪
問
し
、
核

兵
器
廃
絶
や
被
爆
地
に
た
い
し
て

社
会
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
た
な

か
で
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
リ
オ
ン
通
り
西
口
は
、

５
日
か
ら
８
日
ま
で
、
七
夕

ま
つ
り
が
開
か
れ
、
七
夕
の

飾
り
や
露
店
な
ど
華
や
か
な

ふ
ん
囲
気
。
署
名
・
宣
伝
参

加
者
は
、
「
市
民
の
“
核
兵

器
を
な
く
そ
う
”
と
い
う
運

動
の
高
ま
り
が
、
オ
バ
マ
大

統
領
の
広
島
訪
問
を
実
現
さ

せ
、
注
目
を
高
め
ま
し
た
。

い
ま
こ
そ
“
核
兵
器
を
な
く

そ
う
”
の
声
を
、
宇
都
宮
か

ら
上
げ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と

訴
え
、
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
焼
リ
ン
ゴ
を
食
べ
て

い
た
女
性
は
、
十
分
ほ
ど
訴
え
を

聞
き
、
署
名
し
ま
し
た
。

市
原
水
協
は
、
「
さ
ら
に
多
く

の
市
民
に
新
し
い
署
名
を
呼
び
か

け
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
を
高
め

よ
う
」
と
、
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
日
本
婦
人
の
会
宇
都

宮
支
部
の
皆
さ
ん
も
オ
リ
オ
ン
通

り
と
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
交
差
点
附

近
で
６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

原
爆
記
念
日
に

核
兵
器
廃
絶
の
宣
伝
と
署
名

原
水
爆
禁
止
宇
都
宮
市
協
議
会
と

新
日
本
婦
人
の
会
宇
都
宮
支
部

署名の呼びかけに応じる女性

第
５
８
回
全
国
自
治
体
学
校

荒
川
つ
ね
お
レ
ポ
ー
ト

①

荒川つねお議員


